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基幹物流構想概要

長距離幹線輸送を中心とした”深刻なトラックドライバー不足”への対応
物流業界が根本的に抱えている”低い労働生産性の向上、労働環境”の改善
Eコマース市場の急拡大による”物流ニーズの多様化・高度化”への対応
”地球環境の持続可能性を確保”するための物流ネットワークの構築
”災害の激甚化、頻発化への対応”（物流インフラとしての機能維持）

次世代モビリティに対応した
「社会課題解決型 次世代基幹物流施設」
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京都府城陽市青谷先行整備地区にて
開発計画進捗中

愛知県下を中心に具体的な
候補地を検討中

関西圏と概ね同時期の竣工を
目標に検討中
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2030年代前半の開業を
目指し整備予定

整備検討状況
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三菱地所
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ウェイ
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マスターコンセプト 社会課題

完成イメージパース 2023年6月 レベル4自動運転トラック運行会社：㈱T2と資本業務提携 開発構想

基幹物流の一部機能。
幹線輸送(自動運転ト

ラック等)と地域輸配送
の結節点となる。テナ
ントだけでなく広く事
業者に開かれた使い方

を想定。

クロスドックフロア

自動運転トラックの有人/
無人切替及びダブル連結
トラック等の連結/解除

モビリティプール

【クロスドックフロア】
自動運転トラックと有人
トラックの荷物の受渡し

共同輸配送進展による積
載率向上・フィジカルイ
ンターネット実現に寄与



Copyright © MITSUBISHI ESTATE Co., Ltd. All Rights Reserved.

自動物流道路と基幹物流施設の連携
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国土交通省で推進される自動物流道路はスイスの事例によると小口向け、30km/h程度の運行速度と推察。
一方で自動運転トラックは大口向け、70～80km/h程度の運行速度となり、協業が可能なものと推察
基幹物流施設と自動物流道路との連携によりシームレスな幹線輸送・地域輸配送も検討可能

運行速度

自動物流道路

自動運転トラック

小口向け

運行速度

大口向け

スイスの事例では時速
30kmを想定

時速70～80km程度の
最適な走行速度により
運行を想定

スイスの事例では1モ
ジュールあたり2パレ
ットの運行を予定

10トントラックもしく
はそれに類するトラッ
クでの運行を想定

自動物流道路と自動運転トラックの特性比較 自動物流道路と基幹物流施設の連携

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 東京神奈川
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九州

京都
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国土交通省自動物流道路想定デポ

弊社基幹物流施設

地域輸配送

例① 例②
例③

国土交通省自動物流道路と弊社基幹物流施設の連携により、
下記のようなシームレスな輸配送を目指す

例①
自動運転トラックによる大口荷物を弊社基幹物流施
設から国交省デポを経由し小口配送に切替。

例② 自動物流道路を活用した荷物のうち速達性を重視す
るものは、基幹物流網を一部利用し輸送。

例③
国交省デポの未整備エリアについては弊社基幹物流
網を活用し幹線輸送。そこから地域へ輸配送。



Copyright © MITSUBISHI ESTATE Co., Ltd. All Rights Reserved.

自動運転トラック運行会社との資本業務提携（ご参考）
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三菱地所株式会社は株式会社T2と2023年6月、資本業務提携を実施。

記事URL: https://www.mec.co.jp/news/detail/2023/06/30_mec230630_t2




